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研究成果の概要（和文）：終末期認知症高齢者の現状での問題点と緩和ケアプロセスでの緩和ケ

ア内容を知るために、特別養護老人ホームの看護師や介護士、認知症家族にインタビューと質

問紙調査を行った。内容分析と統計的手法による解析の結果、現状の問題では家族の介護負担

や情報・サポート不足が明らかになった。緩和ケアプロセスを初期、中期、重度期の 3 区分で

みると、初期では心理的ケアやスピリチュアルケア、初期から中期では記憶障害や行動障害な

どから生活援助、重度期では身体的ケアに加えて経管栄養や胃婁等の治療選択等の困難が明ら

かになった。  

 

研究成果の概要（英文）：For the purpose to study of problems and palliative care in 

the process, we investigated the interview and the questionnaire nurses, certified  

care worker, and families of elderly persons with dementia at the nursing home. 

As results of contest analysis and statistical analysis, insufficient information,  

support and care of family responsibility were made clear. In summary, when care  

process was divided into three stages, the following problem came out, psychological

and spiritual care in the beginning stage, support of dairy life because of 

difficulty of memory and behavior in the intermediate stage, and physical care  

including nutrition via tubing in the severe stage. 
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１．研究開始当初の背景 

看取り加算の確立以降は、高齢者福祉施設
では看取りについてのガイドライン作成や、
全国老人福祉施設協議会では福祉ターミナ
ルケアマニュアルを確立したが、看取りケア
の実践は進んでいないのが現状である。また、
看護・介護者ともに看取りについての経験が
少ないという施設は多いが、今後は入居者の
重症化に伴い看取る機会が増加すると推測
されている。今までの研究から、特別養護老
人ホームにおける認知症高齢者の終末期ケ
アは確立されておらず、看取りに対して職員
の不安が大きい上に、認知症高齢者の終末期
の内容や期間についての定義も曖昧で、スピ
リチュアルケアや家族ケア、グリーフケアな
どの知識や援助不足などが明らかになって
きた。 

一方、緩和ケアについては、世界保健機関
は「生命を脅かす疾患による問題に直面して
いる患者とその家族に対して、疾患の早期よ
り身体的、心理社会的、スピリチュアルな問
題の評価と予防や対処を行い、QOL を改善す
るアプローチ」と定義した。また、高齢化が
進んでいる豪州の緩和ケアについては、「生
命を脅かす診断名、進行性で改善（治癒）の
見込みが無い、患者のＱＯＬが影響を受ける
状態、患者・家族の双方がケアを必要として
いるというニードを満たすケアである」と定
義して、早期からガイドラインを取りきめ緩
和ケアプログラムを策定している。認知症は
緩和ケアの対象となる健康状態であること
から、認知症高齢者の終末期ケアには緩和ケ
アが必須である。そして、我が国における認
知症高齢者の緩和ケアの現状の問題を知り、
認知症高齢者と家族、看護・介護者が求めて
いるケア内容を明確にする。さらに、研修を
通して緩和ケアの浸透を図る必要がある。 
 

２．研究の目的 

特別養護老人ホームにおける終末期認知
症高齢者の緩和ケアプロセスと研修プログ
ラム開発に関する研究である。特別養護老人
ホームに入所している終末期認知症高齢者
とその家族に対して、緩和ケア概念を導入し
た緩和ケアが浸透できるように看護・介護者
への研修を行い、その効果を実証する。 
 
(1) 2008 年度の研究目的 
① 実態調査と面接調査を通して量的・質的
解析を行い、特別養護老人ホームにおける看
護者・介護者等のケアスタッフの現任教育と
終末期認知症高齢者の緩和ケアの実施内容、
困難や現状での問題点等を明確にする。 
② 実態調査と面接調査を通して量的・質的
解析を行い、認知症高齢者とその家族の終末

期緩和ケアに対する希望とケア内容を探る。 
③ 国内外の関係者との情報交換および文献
検討と海外施設の視察と聞き取り調査の結
果から、認知症高齢者の重症度に応じた緩和
ケアのアプローチでの構成要素と、その内容
の変化を探る。 
 
(2) 2009年度の研究目的 
① 2008 年度の調査結果を解析して、特別養
護老人ホームにおける終末期認知症高齢者
の緩和ケアの現状での問題点とケアの内容
を明らかにする。 
② 認知症高齢者の重症度(軽度、中等度、重
度)に応じた緩和ケアの構成要素とその内容
の変化を明らかにする。 
 
(3)2010年度の研究目的 
① 終末期認知症高齢者の緩和ケアのプロセ
スの研究結果から、看取りを実施していない
特別養護老人ホームの看護者、介護者等のケ
アスタッフへの研修プログラム内容を検討
して、研修を実施し、介入効果を検証する。 
② 実態調査と面接調査から特別養護老人ホ
ームにおける終末期認知症高齢者の緩和ケ
アプロセスについて模索し、概念化を目指す。 

 

３．研究の方法 

(1) 2008年度 
① 文献収集を行う。研究代表者と研究分担
者は文献データベースの文献検索と国内外
の系統的文献レビューを行い、特別養護老人
ホームの認知症高齢者の終末期における緩
和ケアの構成概念の定義を明確にして研究
計画を立案する。 
② 予備調査を実施する。特別養護老人ホー
ムの看護者や介護者が、認知症高齢者の終末
期に関してどのような不安があり、どのよう
な研修希望があるのか、また、認知症高齢
者・家族はどのようなケアを希望しているの
か、等について、研究協力者の在籍する特別
養護老人ホームで予備調査を行う。予備調査
や実態調査、面接調査とも研究代表者所属の
倫理委員会の審査を受ける。研究の遂行に当
たっては倫理的配慮を行いプライバシーに
配慮しながら実施する。 
③ 実態調査と面接調査を行う。予備調査の
結果をもとに、近畿圏の特別養護老人ホーム
で無作為に抽出した看護者・介護者を対象に
実態調査を実施する。データを収集し、量的
データについては統計的手法で解析を行う。
面接調査は終末期認知症高齢者とその家族、
看護師や介護士等のケアスタッフに対して
行う。質的研究グランデッドセオリーの手法
で逐語録として収集しカテゴリー化する。結
果を解析して、認知症の重症度に応じた緩和



ケアの構成要素の内容と変化を明確にする。 
④ モデル施設の視察と聞き取り調査、緩和
ケアに関する看護専門家との情報交換を行
う。海外のモデル施設として豪州メルボルン
の２～３ヶ所の高齢者福祉施設の視察を行
い、看護者と介護者に聞き取り調査を実施す
る。看護専門家と連携をとり、緩和ケアに関
して情報交換を行う。 
 
(2) 2009 年度 
① 2008 年度の特別養護老人ホームにおける
終末期認知症高齢者の緩和ケアの現状での
問題点とケアの内容、平成 2009 年度の調査
結果のデータ解析を総合して検討する。特別
養護老人ホームに入所している、または入所
していた終末期認知症高齢者家族への面接
調査を引き続き実施する。そして、認知症高
齢者の重症度に応じた緩和ケアの構成要素
とその内容の変化を検討する。 
② ① で検討した終末期認知症高齢者の緩
和ケアのプロセスについて、看取りを実施し
ていない特別養護老人ホームの看護者、介護
者等のケアスタッフへの研修プログラム内
容を検討する。 
 
(3) 2010 年度 
① 調査結果のデータ解析と学会発表と論文
作成に取り組む。2008 年、2009 年度の調査
結果を総合して検討し、量的・質的解析を行
い、学会発表及び論文作成を行う。 
② 終末期認知症高齢者の緩和ケアについて
の研修実施と介入効果の検証に向けて計画
する。 2009 年度に研修計画立案した内容を
見直して、看取りを行っている特別養護老人
ホームの看護師及び介護士から、看取りを行
っていない介護福祉施設を対象に研修を実
施して、介入効果を検討する。 
③ 終末期認知症高齢者の緩和ケアプロセス
の構成要素を明確にして概念化に向けて検
討する。 
 
４．研究成果 
 
(1)2008 年度の結果については終末期認知症
高齢者の緩和ケアプロセスに関する文献レ
ビューを行い、面接調査及び実態調査の構成
内容を検討して、面接調査を行い学会発表に
向けて準備した。また、海外の施設の視察と
聞き取り調査及び情報交換を行った。 
① 面接調査は予備調査の結果を検討して半
構成用紙を作成し、大阪府下の特別養護老人
ホームで看取りを行っている施設と行って
いない施設２か所ずつ選定して、看護者及び
介護者約 20 名を対象に倫理的配慮を行って
面接調査を実施した。 
② 面接調査の結果は逐語録にまとめてカテ
ゴリー化し解析を行った。面接調査から看取

りを行っている特別養護老人ホームの看護
者と介護者は、認知症高齢者の終末期ケアに
対して積極的で学習意欲が高く、認知症高齢
者の日常生活上での様々な援助の工夫や設
備の配慮がなされていること等が明らかに
なった。 
調査結果について、終末期認知症高齢者の

緩和ケア緩和ケアを重症度別に区分した結
果では、初期では【不安の緩和をする】で、
心理的な援助が実施されており、中期では、
否定せずに、その人らしさを生かした援助、
重度では【意思の疎通をはかる】として、ボ
ディタッチやスキンシップなどを駆使して
不安を与えないコミュニケーションを行っ
ていた。行動障害は全般に渡って実施されて
いた。初期の段階では【帰宅願望に対応する】
や、【異常な行動に対応する】で危険防止を
行っていた。中期では【徘徊や異食への援助
をする】、重度では【ADL への援助をする】や、
【異常の早期発見をする】、【快への援助を行
う】援助がされており、重度になるほど身体
的援助が中心であった。【家族への援助をす
る】では、初期では情報提供や、家族との関
係づくりなどの援助で、重度では意思決定が
困難な認知症高齢者の代弁者としての家族
の意向の確認や、家族との時間を共有できる
ような配慮などであった。終末期の時期につ
いては【経口摂取量の低下】や【活動や体力
の低下】、【発熱（感染症）の繰り返し】など
が現れる時期であった。介護度 4と 5及び重
度では【嚥下機能の低下への援助をする】で、
嚥下機能の観察と嚥下機能に応じた食事形
態の工夫であった。以上のことが明らかにな
った。 
③ 海外における調査では豪州メルボルンの
4 ケ所の施設を視察した。そして情報交換と
聞き取り調査を行った。また、ラトローブ大
学老年看護学ロンダ・ネイ教授及びバンズー
ラエクステンデッドケアセンターの看護専
門家達と終末期認知症高齢者の緩和ケアに
ついて情報交換を行った。病院や施設と地域
との連携を密にするために看護の経験者に
よるアドバイザー施設が設けられており、認
知症高齢者とその家族ケアに対しての活発
な活動内容について知見を得た。 
 
(2)2009年度の結果 
① 2008 年度の調査結果について日本老年看
護学会等で学会発表を行った。4 か所の特別
養護老人ホームの看護師や介護士へのイン
タビューの結果から、認知症高齢者の終末期
は期間が長いので緩和ケアのアプローチを
明確にするために、認知症高齢者を身近で介
護されている家族へのインタビューが急務
となった。それで実際に介護されている家族
を対象に倫理的配慮を行って調査を開始し
た。その結果によると、緩和ケアプロセスで



家族に困難が生じた時期と内容については、
ア)認知症症状の出現と健康状態の変化に気
付いた時期、イ)行動障害が出現し、身体的・
心理的負担が大きい時期、ウ)記憶がなくな
り家族が忘れられる時期、エ)終末期で嚥下
困難が出現した時期に区分できた。サポート
の内容についてそれぞれの時期でみると、
ア)健康状態の変化を知る手段、情報の入手
方法を考案、イ)心身とも過労へのケアと負
担軽減、(社会資源の活用)、自責感へのケア、
ウ)家族のきずなを保てるサポート、記憶障
害へのケア、エ)治療選択の判断時のサポー
ト、今後の決定についてのサポートなどが必
要であることが明らかになった。 
 
② 終末期認知症高齢者の緩和ケアの構成要
素の明確化については、スピリチュアルケア
に関する構成要素について国内の研究者の
協力を得て実態調査の計画まで進んだ。今後、
身体的、社会的、心理的な構成要素を模索し
検討を加えて実態調査をする計画である。ま
た、認知症高齢者の緩和ケアプロセスは長く
て約 10 年という経過があるため、初期、中
期、後期および嚥下障害が出現してからの終
末期後期の状況を考慮して、構成要素を見極
める必要があり検討していく予定である。 
③ 終末期認知症高齢者の緩和ケアの研修
計画については、具体的にどのような内容を
実施するか調査の結果もふまえて検討した。
その結果、看取りを実践している特別養護老
人ホームと実施していない箇所とでは、体制
の問題や介護職者の経験および看取りの知
識不足などから実施したくても不可能な状
況が明らかになった。それで、研修計画を立
案して看取りを実施している施設の看護
師・介護士が主となって、看取りを実施して
いない施設の看護師・介護士を対象に研修を
実施する計画で進めた。 
 
(3)2010 年度の結果 
① 2008 年度に実施した特別養護老人ホーム
における終末期認知症高齢者の緩和ケアの
現状での問題及びケア内容の調査結果と
2009 年度の調査結果を統合して検討し、認知
症高齢者の重症度に応じた緩和ケアの構成
要素を取り出し、緩和ケアのプロセスに応じ
てどのように変化するかを検討した。その結
果、認知症高齢者の発症から終末期に至るプ
ロセスでのケアの重要度と内容の変化が明
らかになった。その成果については第 15 回
日本老年看護学会で発表した。さらに、第 16
回日本老年看護学会及び第 24 回日本看護研
究学会地方会でも発表が確定している。また、
平成 22 年 7 月にアルツハイマー国際会議に
出席して、平成 23年 10月にはメルボルンで
開催されるアジア・太平洋老年学会に参加す
る予定で進めている。そして、論文作成をし

ているところである。 
② 終末期認知症高齢者の緩和ケアプロセ
スについての研究成果をもとに研修を実施
した。看取りを実施していない特別養護老人
ホームの看護者・介護者等のケアスタッフへ
の研修プログラム内容を検討して、看取りを
行っている看護師、介護士の講義も入れた研
修を 2 か所の特別養護老人ホームで行った。
研修前後の質問紙調査から研修の効果を検
討しており、その成果を検討しているところ
である。今後、学会や論文等に発表する予定
である。 
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